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手
袋

特
集

９
月
以
降
の
動
き
注
目

19年

12月
期

の
前

半
は
堅

調

ダンロップ
ホーム

プロダクツ
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幅
広
い
分
野
で
安
全
で
快

適
な
暮
ら
し
を
演
出
す
る
ダ

ン
ロ
ッ
プ
ホ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク

ツ
。
２
０
１
９
年

12月
期
の

業
績
は
「
前
半
は
堅
調
で
５

月
ま
で
は
売
上
高
、
利
益
と

も
に
前
年
水
準
を
ク
リ
ア
し

て
い
る
。
下
期
は
新
規
先
へ

の
拡
販
、
既
存
の
納
入
先
の

深
堀
り
が
課
題
に
な
り
そ
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
掃
除

な
ど
で
手
袋
の
需
要
が
増
え

て
く
る

11月
、

12月
の
動
き

が
大
き
く
影
響
し
て
く
る
た

め
、
９
月
以
降
の
動
き
が
注

目
さ
れ
る
。

手
袋
で
の
主
力
製
品
は
、

環
境
意
識
の
高
い
ユ
ー
ザ
ー

か
ら
好
評
の
家
庭
用
天
然
ゴ

ム
手
袋
「
樹
か
ら
生
ま
れ
た

手
袋
さ
ら
さ
ら
り
ん
」。
こ

の
商
品
は
、
裏
側
の
ナ
イ
ロ

ン
編
手
が
肌
触
り
良
く
、
優

し
い
つ
け
心
地
、
脱
タ
ン
パ

ク
質
の
天
然
ゴ
ム
を
使
用
で

柔
ら
か
さ
に
優
れ
、
手
に

フ
ィ
ッ
ト
、
使
い
終
わ
っ
た

後
、
収
納
す
る
際
に
便
利
な

フ
ッ
ク
付
き
等
の
特
長
を
持

つ
。こ
の
他
、「
樹
か
ら
生
ま
れ

た
手
袋
」シ
リ
ー
ズ
に
は
、女

性
の
手
を
考
え
た
ぴ
っ
た
り

機
能
で
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞

を
受
賞
し
た「
プ
リ
テ
ィ
ー

ネ
」、敏
感
肌
に
優
し
い

�リ

ッ
チ
ネ
シ
リ
ー
ズ
（
厚
手
、

中
厚
手
、う
す
手
）

�柔
ら
か

く
つ
か
み
や
す
い

�グ
ッ
ド

ネ
シ
リ
ー
ズ
（
厚
手
、
中
厚

手
、
う
す
手
）

�と
多
彩
な

商
品
構
成
で
、
市
場
に
浸
透

し
て
い
る
。

ま
た
産
業
界
向
け
で
は
、

耐
切
創
手
袋
に
注
力
。「
サ

ミ
テ
ッ
ク
」
は
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

の
基
準
適
合
マ
ー
ク
で
あ
る

Ｃ
Ｅ
マ
ー
ク
を
取
得
し
た
商

品
。
安
全
・
安
心
し
て
業
務

を
行
う
た
め
、
耐
切
創
の
目

的
に
応
じ
た
機
能
、
強
度
を

チ
ョ
イ
ス
で
き
る
。
食
品
向

け
に
は
、
改
正
労
働
安
全
衛

生
規
則
施
行
に
伴
い
、
食
品

加
工
用
機
械
に
つ
い
て
作
業

の
特
性
に
応
じ
た
安
全
対
策

が
義
務
付
け
ら
れ
、
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
特
殊
な
化

学
繊
維
の
保

護
手
袋
等
の
使

用
が

推
奨
さ
れ
て
い
る
。

手
袋
以
外
の
商
品
で
は
、

車
い
す
用
可
搬
形
ス
ロ
ー
プ

「
ダ
ン
ス
ロ
ー
プ
」
の

ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
を
拡

充
、
屋
内
で

も
利
用
で
き
る
「
ダ
ン
ス

ロ
ー
プ
ミ

ニ
」
も

発
売
。

キ
ッ
チ
ン
雑
貨
か
ら
メ
デ
ィ

カ
ル
・
介
護
用
品
ま
で
、
幅

広
い
分
野
で
安
全
で
快
適
な

暮
ら
し
を
演
出
し
て
い
る
。

宇
都

宮
製
作
（
本
社
＝
大

阪
市
中

央
区
）
は
、

�『ま
も

る
』
を
製
る
！

�を
ブ
ラ
ン

ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
に
メ
デ
ィ

カ
ル
事
業
、
サ
ニ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
、
工
業
用
品
事
業
、

量
販
事
業
、
介
護
事
業
の
５

つ
の
事
業
分
野
で

展
開
、
安

全
・
衛
生
と
環
境
に

配
慮
し

た
製
品
を
供
給
し
て
い
る
。

手
袋
関
連
で
は
メ
デ
ィ
カ

ル
、

介
護
、
食
品
産
業
、
生

活
関

連
分
野
や
特
殊
用

途
の

手
術
用
手
袋
な
ど
幅
広
い
分

野
に

供
給
し
て
い
る
。

現
状

は
デ
ィ
ス
ポ
タ
イ
プ
が
メ
イ

ン
で
、
メ
デ
ィ
カ
ル
、
介
護

分
野
、
食
品
産
業
分
野
が
堅

調
に

推
移
し
て
い
る
。
特
に

メ
デ
ィ
カ
ル
、
介
護
分
野
に

お
い
て
は
、
今
後
も
伸
長
が

期
待
で
き
る
と
し
て
注
力
し

て
い
く
。

同
社
の
特
長
は
、
品
質

追

求
と
安
定
供
給
、
時
代
の
求

め
る
基
準
を

満
た
す
環
境
配

慮
と
徹
底
し
た
品
質
管
理
が

あ
げ
ら
れ
る
。

海
外
工
場
と
品
質
管
理
室

の
両
方
で
抜
き
取
り
検
査
を

実
施
。
独
自
の
厳
し
い
品
質

管
理
の
も
と
、
徹
底
し
た
製

品
検
査
を
実
施
し
、
よ
り
高

品
質
の
製
品
を

提
供
し
て
い

る
。ま
た
同
社
で
は
、
よ
り
衛

生
的
な
製
品
を
心

掛
け
て
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
こ
だ
わ
り

の
機
能
を
追
加
、
特
許
取
得

の
新
し
い
取
り
出
し

口
を

開

発
し
た
。
従
来
の
取
出
口
で

は
、
手
袋
の

残
量
が
少
な
く

な
る
と
取
り

づ
ら
い
と
い
う

問
題
が
生
じ
て
い
た
が
、
取

出
口
を
２
段
階
式
に
し
て
、

大
き
さ
が
変
更
で
き
る

よ
う

に
改
良
し
た
。
さ
ら
に
、

箱

の
左
側
に
指
先
、
右
側
が

袖

口
に
な
る
よ
う
に
手
袋
の
向

き
を
揃
え
、
取
出
口
を
右
側

（
袖

口
側
）
に

配
置
す
る
こ

と
で
、
指
先
部
分
に
触
れ
る

こ
と
な
く
、
衛
生
的
に
取
り

出
せ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

感
染
の
予
防
に
も
つ
な
が
る

と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
評

価
を
得
て
い
る
。

軽
量
化
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
き
て

お
り
、
薄
く
て

強
い
製
品
が

求
め
ら
れ
る

傾

向
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
で

は
そ
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、

研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
将
来
を
見
据
え
て
、

新
た
な
製
品
の
開
発
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

ブリヂ
ストンＶ

Ｔ
―
ト
ラ
ク
タ
ー

ク
ボ
タ
の
新
車
装
着
用
に

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
は
、
ク

ボ

タ
が
６
月

14日
に
発
表
し
た

大
型
農
業
ト
ラ
ク
タ
ー
「
Ｍ

７
」
の
Ｍ
７
―
１
７
２
（
１

７
０
馬
力
）
モ
デ
ル
の
新
車

装
着
用
タ
イ

ヤ
と
し
て
、
大

型
農
業
ト
ラ
ク
タ
ー
用
ラ
ジ

ア
ル
タ
イ
ヤ
「
Ｖ
Ｔ
―
ト
ラ

ク
タ
ー
」
を
納
入
し
た
。

新
型
「
Ｍ

７
」
は
、
農
業

の
担
い
手
に
よ

る
営
農
規
模
の

拡
大
が
進
ん
で

い
る
中
で
、
短

時
間
で
重
作
業

を
効
率
よ
く
、

か
つ
容
易
な
操

作
で
行
い
た
い
、
と
い
う

ユ
ー
ザ
ー

ニ
ー
ズ
に
応
え
る

国
内
メ
ー

カ
ー
最
大
ク
ラ
ス

の
ト
ラ
ク
タ
ー
。

今
回
納
入
し
た
「

Ｖ
Ｔ
―

ト
ラ
ク
タ
ー
」
は
、
高
耐

荷

重
に
対
応
し
た

Ｖ
Ｆ
タ
イ
ヤ

準
拠
品
。

よ
り
低
い
空
気
圧

で
使
用
す
る
こ
と
も

可
能
と

な
り
、
タ
イ
ヤ
が
柔
軟
に
た

わ
む
こ
と
で
、
地

面
と
接
す

る
面
積
が
増
加
し
、
け
ん

引

力
の
向
上
や
乗
り
心
地
の
改

善
、
更
に
は
大
切
な

田
畑
の

土
壌
の
踏
み
固
め
抑
制
に
貢

献
す
る
タ
イ
ヤ
で
、「

Ｍ
７
」

の
「
重
作
業
を
効
率
よ
く
」

と
い
う

狙
い
を
最
大
限
に
引

き
出
す
上
で

重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

Ｖ
Ｆ
タ
イ
ヤ
と
は
、
代
表

的
な
海

外
の
タ
イ
ヤ
規
格
で

あ
る
Ｔ

Ｒ
Ａ
や
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｔ
Ｏ

で
規

定
さ
れ
て
い
る

Ｖ
Ｆ

（
V
ery

H
igh

Flexion）
タ

イ
ヤ
の
こ
と
。
同
等
サ
イ
ズ

の
ラ
ジ
ア
ル
タ
イ
ヤ
に
比
べ

て
、
同
じ
空
気
圧
で
あ
れ
ば

＋

40％
更
に
重
た
い
荷
重
を

支
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

同
じ
荷

重
条
件
下
で
あ
れ
ば

通
常
の

空
気
圧
よ
り
下
げ
て

使
用
で
き
る
タ
イ

ヤ
。

一
般
的
に
Ｖ
Ｆ
タ
イ
ヤ
は

標
準

よ
り
も
幅
広
の
リ
ム
が

設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、

同

等
サ
イ
ズ
の

ラ
ジ
ア
ル
タ
イ

ヤ
か
ら
Ｖ
Ｆ
タ
イ
ヤ
へ
交
換

す
る
際
に
は
ホ
イ
ー

ル
交
換

が
必
要
と
な
る
。
Ｅ

Ｔ
Ｒ
Ｔ

Ｏ
が
規

定
す
る

N
arrow

Ri

m
O
ption規

格
に
対
応
し

た
「

Ｖ
Ｔ
―
ト
ラ
ク
タ
ー
」

は
標
準
幅
の
リ
ム
が
使
用

可

能
で
、
同
等
サ
イ
ズ
の

ラ
ジ

ア
ル
タ
イ
ヤ
か
ら
交
換
す
る

際
に

元
々
使
っ
て
い
た
ホ

イ
ー

ル
に
装
着
で
き
る
。

ト
ー
ヨ
ー
タ
イ
ヤ
、
新
企
業

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｆ
を
制
作
、
放
映

ト
ー
ヨ
ー
タ
イ
ヤ
は
こ
の

ほ
ど
、
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｉ
Ｒ

Ｅ
Ｓ
ブ
ラ
ン
ド
が
め
ざ
す
世

界
観
を
映
像
で
表
現
し
た
新

し
い
企
業
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｆ
を
制

作
、
６
月

12日
か
ら
、
放
映

を
開
始
し
た
。

道
な
き
大
地
で
も

勇
気
を

も
っ
て
果
敢
に
走
り
、
自
ら

新
た
な
道
を
つ
く
っ
て
い
く
。

同
社
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の

よ

う
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

精
神
を

体
現
し
て
い
る
企
業
で
あ
り

た
い
と
考
え
る
。

今
回
、
新

た
な
ブ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ト

メ

ン
ト
を
、「
ま

だ
、

走
っ
た

こ
と
の
な
い

道
へ
。」
と
い

う
言
葉
に
制
定
し
た
。

今
後
、
こ
の
世
界
観
を

映

像
に
し
た
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｆ
を
は

じ
め
、
新
聞
広
告
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
、
様
々
な
タ
ッ

チ
ポ
イ
ン
ト
で
新
し
い

ブ
ラ

ン
ド
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を

発

信
し
て
い
く
予
定
だ
。

Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｆ
は
「
ひ
る
お

び

（
Ｔ
Ｂ
Ｓ
）」
か
ら
順
次
、
地

上
波（

日
テ
レ
、テ

レ
ビ

神
奈

川
）、Ｂ

Ｓ（
Ｂ

Ｓ
日
テ

レ
、

Ｂ
Ｓ
朝
日
）等
で
放
映
予

定
。

宇都宮製作

より衛生的な製品を

特許取得のパッケージを開発


